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lま じ め

緑のなとす影や、葉っばの裏がえりが美しい季節と念りました。との頃Kなると、松江の子ども

たちK人気がある、ザリ ガニが姿をみせるようKなります。

松江の周辺も、だんだんと自然の生きものから遠ざかっていくようですが、まだ豊かな自然が残

されている ζ とはよろとばしいととです。

緑K固まれ念がら三人の子どもたちが、ザリガニと夢中K左って遊んでいるのK気づきました。

スベリ台から、数匹のザリガニを滑らせて、競争させようとしているのです。ととろが、な沙諸左

か思うようK滑らない。一人の子どもが、 「砂といっしょK滑 らせたらよいだろう。」と、ズック

K砂を入れ、それを流すのと同時Kザリガニを滑らせ、その ζ とに成功しました。まだ遊びは次

の方向K発展してなもしろ くな ってい 〈のです。

砂山を作って上と下Kザリガニを置き、すもうをとらせるととK念bました。上から下Vてなちる

ザリガニが有利であるととをみつけ、大きいザリガニは砂、山の下、小さいのは上、とそれぞれにハ

ンデーをつけて遊んでいるのK驚かされました。

私はζの子どもたちの遊びを興味深 くながめ、考えさせられました。

ザリガニとのかかわりあいを、自分たちの力でいろいろ工夫し、自分たちのものとしての遊びを

創り出しているとと、また、熱中した遊びの中Kは、なと＊が想像でき左い子どもらしいたくさん

の可能性をひめているというととです。

とれが子どもの自然、の姿であり、子ども 自身が創り出してい く重要な働きかけであると思います。

とのような子どもの活動を教育の場K載せたとき、私たちはどのようK考えたらよいでしょうか。

子ども自らが創b出していく自由な表現力と、とれをどのようK受けとめ、伸ばしていくかという

教師の願いが相まって、はじめて成果があがるものと考えます。

目標とすると ζろは遼遠でありますが、その発想はどく自然の流れの中tてあり、「ひとりひとり

を生かす保育 」とは、そのよう念ととを願っているのです。

翌日、子どもたちの遊び場を通ってみると、ザリガニはみ念腹をみぜて死んでいました。教師の

仕事は、いろいろむずかしい問題を含んでいるととを暗示しているようでした。
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いる。

とのよう Kふりかえってみた時、まず思うととは、自分の考えを、その考えの是非はともかくと

して、相手Kむけて堂々と主張しようとする子どもの姿のととである。個々K言い合いをしたりす

る場面は、日常的Vてよくみかけられるのであるが、皆の前で 「さあ言いなさい」と言われると途端

K口どもってしまうものであるのK、臆した様子もなく、自分左りの智恵を総動員させて昌生の非

を鋭〈突く鉄平、幸志、研次、それK彩。一方、 4対1と全くの多勢K無勢ではあるが、懸命K自

分の行念いの正当さを主張する畠生。聞いていてなもしろい場面であった。それが、鉄平たちK対

して 「自分を相手の立場K立たせて考えてみる」ととを要求した時鉄平の一度目の譲歩が見られて
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「（相手が〕自分だったらどう思うか左

？」と考えさせるととがよくあるが、そういう立場の交換が少しずつできるようK左ってきている

ととがうかがわれる。

さらK、周りの子どもの考えを出させようとした時、二度目の譲歩がうまれてきている。 同じよ

うK 「困る」と言って、 7～8人の子が手を上げたのを見ての反応だったと，思われるが、との段階

では、殆んどの積木を移動させる。という所まで譲っている。他の子の反応を察知し、三人が揃っ

て動いたととからも、全体が見え出してきているととが感じられる。そしてそのよう念行為をまる

どと認め、賞賛を与えていったととが、その後の鉄平たちと昌生たち相互の歩み寄りを生み出して

いったものと思われる。

また、教師のかかわり方で思うととは、子どもたちの言い分K対して、まずは耳を傾けてやり、

言いたいだけのととをしっかり言わせるとと。そして、子どもたちが混乱をきたしたりした時、考

いる。日頃から、自分勝手左ふるまいがあったりした時、

「とういう場合はどうか左？」といった間接的な言い方で

論点を変えてやるととなどが必要と左ってくるのではなかろうか。そして、周り Kいる子どもたち

K見守らせたり、考えを出さぜたりするとと左どを通して、より具体性のある解決策も見えてくる

よう K左るものと恩われる。とのよう K、子どもたちK考えを出させ、判断を下したのは自分たち

えをまとめ整理してやるとと。或いは、
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という満足感を植えつけるようtてするととを通して、主体的K問題場面を乗りとえよ自身なのだ。 園

うとする子どもが育っていくものといえよう。

課題の今後V 

リーダー格の子どもの活動を追って述べてきた。

リーダーというととで、彼らをとりま〈他の子どもたちの姿も、随所K出てきたようK思われるが、

ほんの表面的左ものでしかなく、その場その場の考えのよう左ものKは、あまりふれるととができ

以上、 昌生と鉄平というっき組の男児の中でも、
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「いえをつくる遊び」が男児だけの

ものだったよう K誤解をうけるとともあったかもしれ念いが、男児とのかかわりの中で、実Vてさま

ざま左遊びが、みられている。

念かった。また、女児Vてついては、殆んどふれるととが念〈、

舛講

さらK細かく分析検討を加えていく中で、「 いえをつく

より深くとらえていきたいと考えている。

とれからは、そういった点Vてついても、

って遊ぶ 」子どもの姿を、
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